事業名・熊野生活創造圏ビジョン「くまの・癒しとふれあい推進委員会」

コーディネーター名・海住恒幸（カネボウ跡公園を考える市民の会）

振り返り会議開催日・平成１６年３月１７日

1、 協働のプロセスについての意見

協働について、行政と市民が何かを一緒におこなうことぐらいにしか認識されていないのではないか。果たしてそれで協働と言えるだろうか。
協働のスタートにあたって、行政、市民双方に、事業成果目標の明確化や、それに基づいた役割分担等、協働のあるべき関係についての確認がおこなわれたとは思われない。
行政、市民が協働の関係の構築にあたって、お互いに何（例・お金、PR、労力、知識、技術等）を求め合うのかについて、情報を交換し、共有することが必要。それがあれば、双方の役割が明確になったと思われる。
2、 成果についての意見

熊野古道の清掃ウォークなど、市民団体がそれぞれ別個におこなったことと比べ、圏域市町村で時期的割り振りなど分担を決めたという点で総合性は得られたと思う。また、各地でウォークが開催されたことの意味もあると思われる。しかし、１で挙げた点を欠いたと思われるため、従来の県、市町村別の行政、住民の連携とどこがどのように違うのか、と思う。

3、 課題・改善の整理とまとめ

協働によって得られる成果の目標と役割分担等、お題目ではなく、具体化すること。行政、市民の双方、お互い、期待する事柄を箇条書きにしてみるなど、明示化することで協働の関係を構築することの意味づけが生まれるのではないか。
4、 事業全体についての意見・感想

協働事業としてより良き成果を得られるための素材は、「語り部」などの人材、熊野古道という地域そのものの持つ文化的・社会的価値としても高い地域資源として存在していると思う。その活かし方としての協働があるのだが、協働の関係の構築が完全なものでなかったため、地域性が持つ価値（素材の価値）以上の成果が得られたかとなると疑問。協働の手法を確立することによっていままでになかった成果物が得られるような「協働のマジック」を期待したいのだが。そのためには、特に、行政の側にコーディネート力が問われているのだと思う。
